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幹事 今泉 攻一

例会場・事 務 所 日本料理うおせん 桐生市広沢町1-2689 

例 会 日 時 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０

公共ｲﾒｰｼﾞ委員 金 子 福 松 ､家住慧路､栗原秀一、山形剛 (歴史編纂･IT･CICO担当)

2023-2024年度ＲＩテーマ

世界に希望を生み出そう CREATE HOPE in the WORLD

Ｎｏ．２２９５ ２０２３年１０月２７日発行
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第２４３０例会（2023・10・13）報告
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１．点 鐘
２．ロータリーソング（ 我等の生業 ）
３．来訪者紹介
４．米山奨学金贈呈
５．会長報告
６．幹事報告
７．食 事

８．青山年度 第２回ゴルフコンペ成績発表
９．委員会報告
10．ガバナー講話

国際ロータリー第２８４０地区ガバナー
保坂充勇 君

11．点 鐘
12．ロータリーソング（ それでこそローター ）

◆会⻑報告 ⻘⼭ 豊 会⻑
１．本日は､保坂ガバナー公式訪問です。例会前に懇談会が

行われ、当クラブの活動内容･意見交換等充実した懇談
会が出来たことをご報告致します。

２．１０月１日(日)、米⼭記念奨学セミナーが前橋問屋セ
ンター会館にて開催され、前原R財団米⼭奨学委員⻑
に出席していただきました。

３．１０月３日(火)、桐生４RC合同チャリティゴルフコン
ペが、赤城カントリークラブにて開催されました。個
人優勝は下井田秀一君、団体優勝は当桐生⻄クラブの
圧勝でした。当日は揃いのユニホームで他クラブを圧
倒していたかと自我自賛しています。

４．１０月１５日(日)、前橋問屋センターで、RLI PartⅡ
が開催され、⼭同エレクト・早川副幹事が出席予定です。

５．１０月２１日(土)、地区リーダーシップセミナーが沼田
市ホテルベラヴィータで開催されます。私と今泉幹事、

◆ビジター
ＲＩ第２８４０地区ガバナー（沼田ＲＣ）保坂 充勇 君
第２分区Ａガバナー補佐 （桐生ＲＣ）須永 博之 君
地区副幹事 （沼田ＲＣ）木下 康彦 君
大間々高校ＩＡＣ部 ⻑ 齋藤 真優奈 様
大間々高校ＩＡＣ副部⻑ 川岸 蓮 様
大間々高校ＩＡＣ副顧問 髙橋 牧美 様
米⼭記念奨学生・桐生⻄ＲＡＣ会⻑

グェン ティ マイ フォン 君
桐生⻄ＲＡＣ幹事 ホアン アイン ドゥック 君
体験例会 河野 明子 様
◆米⼭奨学金贈呈

グエン ティ マイ
フォン 君



初トロッコ列車でした ありがとうございます 井本君
中之条ビエンナーレに行ってきました 家住君
孫が生まれました 今年２人目人生で２人目 小林惠司君
◇米⼭奨学 須田米⼭奨学担当
保坂Ｇ よろしくお願い致します ⻘⼭会⻑

池末君、早川君、河内君、小林聡君、髙森君
渡邉君、前原君、木村君、野田君、江原君
小林惠司君、⼭同君、⻘⼭桃子君、須田君

ご苦労様です 須永Ｇ補佐、木下地区副幹事 下井田君
保坂Ｇ 横⼭年度に作られたロータリー用語集

今でも便利しています 新木君
トロッコ列車・富弘美術館楽しかったです 井本君
４ＲＣゴルフコンペではご迷惑をお掛けしました 近藤君
ウクライナに平和を！ 家住君

河内地区IA委員⻑と出席予定です。尚、２０日の例会は
２２日(日)の地区大会に例会変更となりますのでお間違
えないようよろしくお願いします。

６．すでにご案内しておりますが、２０２５―２６年度会⻑
候補者並びに２０２４―２５年度理事役員候補者の受
付を行っております。我こそはと言う方は２５日(水)ま
でに幹事又は事務局まで届け出をお願いします。また
立候補者がいない場合は、パスト会⻑会に依頼して、
推薦していただく事をご了承ください。

◆幹事報告 今泉攻一 幹事
◇例会変更のお知らせ

桐生RC 10/23 → 10/22 地区大会 10/30（休）
桐生南RC 10/25 → 10/22 地区大会
桐生赤城RC 10/17 早朝例会 10/24 → 10/22 地区大会

◇クラブ会報が到着しております
桐生ＲＣ 9/11 桐生南ＲＣ 9/20 10/3

◇その他
・１０月のロータリーレートは「１４９円」となります。
・｢ロータリーの友１０月号｣と｢ロータリーの友通信１０月

号｣が届いております。
・ロータリー米⼭金奨学会より｢豆事典｣が届いております。
・保坂ガバナー事務所より「ガバナー月信10月号(Vol.４)｣

が届いております。
・富岡かぶらRCより｢創立20周年記念誌｣が届いております｡
・桐生商工会議所より「桐生商工だより10月号(Vol.820)」

が届いております。
・(公財)ロータリー米⼭記念奨学会より、2022年度「事業

報告書」「決算報告」が届いております。
・２０２３年１０〜１２月「プログラム予定表」の修正版

を本日配布しておりますので、ご確認をお願い致します。
・１０月２０日(金)の例会は、１０月２２日(日)地区大会

へ、例会変更になっております。お間違えのないように
お願い致します。

・例会終了後定例理事会を開催致します。

⻘⼭年度
第２回ゴルフコンペ

10月3日(火)赤城カントリークラブにて、桐生４
ＲＣチャリティーゴルフコンペと同時開催された
『⻘⼭年度 第２回 ゴルフコンペ』の表彰をさせて
いただきます。
� 優 勝 小林 美香 君

２ 位 下井田秀一 君（ベスグロ）
３ 位 江原 利夫 君

◆委員会報告
●クラブ運営委員会
◇出席報告 松島出席担当
会員総数 ５３名
出席率対象者 ４９名、対象出席者 ４１名
出席率 ８３.６７％
◇ニコニコBOX ⻘⼭桃子ニコニコBOX担当

ＲＩ第２８４０地区ガバナー保坂充勇君、第２分区Ａガバ
ナー補佐須永博之君よりご芳志を頂戴致しました。
保坂Ｇ よろしくお願い致します ⻘⼭会⻑
保坂Ｇ 歓迎致します 家住君、前原君

乾君、小林恵司君、髙森君、近藤君、⼭同君
河内君、井本君、江原君、須田君、小林聡君

木村君、早川君、池末君、渡邉君、⻘⼭桃子君
保坂Ｇ 横⼭年度に作られたロータリー用語集

今でも便利しています 新木君
４ＲＣゴルフコンペ まぐれ優勝でした 下井田君
今月は学会シーズンです。久しぶりに出張です

ＲＣはおやすみですが 野田君

●公共イメージ委員会 井本会報･Ｒの友担当
ロータリーの友１０月号からです。
(横組P.7〜14)「若者の自立促す支援のカタチ」

児童養護施設を卒業して自立した若者当事者の
お話、サポート団体のお話が載っています

(横組P.24〜33)「2024年 国際大会の開催地
シンガポールについて」

今、シンガポールは変貌し続けています。
そんなシンガポールの事を興味のある方は是非
とも見て下さい。

◆委員会報告
●R財団・米⼭奨学委員会
◇R財団 堀江R財団担当
保坂Ｇ よろしくお願い致します ⻘⼭会⻑

早川君、渡邊君、髙森君、木村君、河内君
⼭同君、⻘⼭桃子君、下井田君、小林聡君
前原君、須田君、野田君、池末君、江原君

保坂Ｇ 横⼭年度に作られたロータリー用語集
今でも便利しています 新木君

理事会報告 １０月１３日
１．例会変更

11/24(金)釜⼭新⻄⾯RC歓迎夜間例会(点鐘18：30)
12/17日(土) → 12/23日(土) に忘年家族会 日程変更
※12/15日(金) 通常例会 を行います。

2．｢手足の不自由な子どもたちを守り育む運動｣への協力
例年通り、クリアファイルを会員に配布する

3．クラブ細則の変更の件 （年次総会）
クラブ細則第2条(理事会)の「会員12名より成る理事会とす
る。」の条文を、「会員13名より成る理事会とする。すなわ
ち選挙された5名の理事、会⻑、副会⻑、会⻑エレクト、幹
事、会計、直前会⻑、およびSAA、クラブラーニングファシ
リテーターである。」との変更を12月の年次総会に提出する。



日頃は、地区に対するご協力をいただきまして大変あ
りがとうございます。また、本日は歓迎をいただきまし
て大変感謝申し上げます。ありがとうございます。

2023-2024年度 ＲＩ会⻑
ゴードンＲ. マッキナリー
会⻑テーマ

行動計画作成の経緯
〇2002〜2003年 RI理事会がRI戦略計画を提案。
〇2007年6月 RI戦略計画の使命と共にロータリー

の中核的価値観がRI理事会で承認される。
ロータリーの中核的価値観
・親睦 ・高潔性 ・多様性 ・奉仕 ・リーダーシップ
（新）ロータリーのビジョン声明
〇2017年6月RI理事会承認

私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の中
で持続可能な良い変化を生むために人びとが手を
取り合って行動をする世界を目指しています

〇2018年6月新しい行動計画をRI理事会が承認
〇2019〜2020年に行動計画を導入
（新）行動計画
ＲＩ行動計画 ２０２３−２０２４年度目標
◇より大きなインパクトをもたらす
◇参加者の基盤を広げる
◇参加者の積極的なかかわりを促す
◇適応力を高める
目指すべき方向
「私たちの目標は、破壊的な紛争から世界が立ち直
れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、
私たち自身のために持続可能な変化をもたらすこと
が可能となります」
重点施策
【 継続の重要性 】
以前のリーダーたちのよいアイデアを前進させるこ
とを意味します。素晴らしいジョーンズ年度の

取り組みを継続していこう.
◇ローターアクトへの注力

両者が互いに協力し支えあう新しい方法を見つけ
続けられるかは、私たちにかかっています。

◇女児のエンパワメント
世界中の少女が強く十分な能力を身につけた女性
へと成⻑できるよう支援する

◇DEIへのサポート継続
DEIを全⾯的にサポートすることはオープンで、
インクルーシブな組織にすることです

◇ポリオ根絶キャンペーンの継続
世界の子どもを脅かす流行がさらに発生する前に
ポリオを根絶できるという希望を生み出す

◇行動計画の実現のために
「希望は、夢を現実にしたいと強く願う人たちの夢、
想像力、そして勇気の中にある。」

国際ロータリー第２８４０地区
ガバナー

保坂 充勇 君

ガ バ ナ ー 講 話
この言葉は私たちの全ての活動に意味があり、ロー
タリー行動計画のあらゆる⾯に当てはまります。こ
の行動計画はロータリー会員に希望と、変化に必要
な知識と勇気を与えるものです。それを成し遂げる
ために次のことをお願いしたいと思います。
行動計画のなかで
◇平和に更なる主眼を置くこと

平和とは希望がねづくための土壌です。人々の間
に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい
機会を見つけるたびこの土壌が耕されます。

◇メンタルヘルスの重視
他の人を助けることで、本質的に自分自身が助け
られ、その中で培われる友情は連帯意識と仲間意
識を育み､メンタルヘルスと幸せのためになります。

ロータリーのビジョン声明
皆さん全員に既に暗記してほしいと思う部分があ

ります。それはこのビジョン声明です。
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人々が手を
取り合って行動する世界を目指しています」

行動計画を受入れ、実行するための現実的な方法
をクラブに提供することこそが地域社会で持続可能
は変化を生む最善の方法です。
「世界に希望を生み出そう」

これが世界に変化をもたらす方法です。

第４期 地区戦略計画（2023-2026年）
【前 文】

これまで第2840地区では、第1期戦略計画「クラブ
を元気にしよう」(2023-2016年)、第2期戦略計画
「魅力あるクラブをつくろう」(2017-2020年)、第3
期戦略計画「地域社会とともに生きる元気で魅力あ
るクラブを実現する」(2020-2023年)に取り組み、大
きな成果をあげてきました。

そして、いま私たちは、ロータリーの基本である
「ロータリーのビジョン声明」(RI 2019年)
「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身
の中で、持続可能な良い変化を生むために、人々が
手を取り合って行動する世界を目指しています」
に示され優先事項の達成を目指すとともに、地区や
クラブが策定する行動計画にしたがって、ロータ
リーライフを楽しみながら奉仕活動をしていきたい
と考えています。
ポール・ハリスは言っています（1911年）。
「ロータリアンは言葉より行動に心を惹かれます」
さあ、ともに行動しましょう。
【地区のビジョン】
「誰もが歓迎され、尊重され、

大切にされるクラブ作りの推進」
いまロータリーは、変化をしつづける国際社会や

地域社会のニーズに適応するための能力を備えなけ
ればなりません。そのためには、地区やクラブが
DEI（Diversity多様性、Equity公平さ、Inclusionイ
ンクルージョン）を培い、持続可能な良い変化を生
み、人々が手を取り合って行動する世界を実現する
ことが大切だと考えます。
【行動計画】
１.「より大きなインパクトをもたらす」

私たちは、財団補助金などを活用してよりインパ
クトのある奉仕活動を行ない、ロータリーの公共イ
メージの向上を得て、クラブの活性化を図ります。

私たちは、ロータリー財団や米⼭記念奨学会への
寄付の必要性を理解し協力します。



ロータリー財団への支援
年次基金への寄付１人 150ドル以上
ポリオプラスへの寄付１人 30ドル以上
米⼭記念奨学会への支援 １人 16,000円以上

２.「参加者の基盤を広げる」
私たちは、地区やクラブ行事への積極的な参加、

他クラブとの交流や共同作業とそれによる充実感を
共有して、会員の満足度を高め会員基盤の拡大や退
会防止に努めます。私たちは、DEIを実践した魅力
的で楽しいクラブ作りを推進します。
３.「参加者の積極的なかかわりを促す」

私たちは、高潔性の価値観にしたがい、常に高い
職業倫理を掲げてロータリアンとしての品格の向上
を目指します。私たちは、各界のリーダーであるこ
とを自覚して、ロータリー行事に積極的に参加し、
ロータリアンとしての成⻑を果たします。私たちは、
ロータリークラブ、ローターアクトクラブの参加者
の連携を推進します。
４.「適応力を高める」

ロータリーのプログラムとロータリーが提供する
体験を検証し、リアルまたはバーチャルでのつなが
りを大切にして、会合、学習、奉仕プロジェクトの
効果を高めます。ロータリーの重点分野での成果を
目指し、さまざまな奉仕プロジェクトがより良い効
果を上げられるように努めます。
地区運営方針

今年度のＲＩテーマは「世界に希望を生み出す」
です。ゴードン・Ｒ・マッキナリー氏は、これが世
界に（良い）変化をもたらす方法であり、私たちは
一つずつ新たな希望を生み出しています、と述べて
います。また、「継続性とは以前のリーダーたちの
良いアイデアを前進させることを意味します。」と
継続の重要さを述べ、

①ＲＡと協力し支えあう新しい方法を見つけ続ける事
②女児のエンパワメントへの支援
③ＤＥＩ(多様性･公平さ･インクルージョン)の促進
④ポリオの根絶

更には、ビジョン声明にある世界と自分自身の中に
ある持続可能な良い変化を生むために

⑤平和の追求と
⑥メンタルヘルスを重視する
そして、これら全ての活動を通して、世界に希望

を生み出そうと呼びかけています。そこで私たち
は、新たな希望を生み出すためにも、まず自らの心
を解放し、自らの心の重荷を取り除くとともに、社
会やロータリーのこと等を明るく学び、ポリオ根絶
等、様々な奉仕を楽しく行い、国際ロータリー行動
計画の4つの優先事項にのっとって、下記活動等を展
開してまいります。
優先事項１

「より大きなインパクトをもたらす」
◇奉仕活動を地元や海外から本当に必要とされてい

るか否かチェックして実施する。
◇ICTを活用してロータリー公共イメージの向上を

図る
◇地区内全クラブのロータリー財団、補助金の活用

を支援する
◇ロータリーデーで「環境問題」を取り上げ地上資

源の大切さをPRする
◇ポリオ根絶への募金活動を推進し、ロータリーの

役割を強調する

優先事項２
「参加者の基盤を広げる」

◇各クラブの会員純増1名を目標にする
◇2023-2026年地区３ヵ年戦略計画をクラブと共に

推進する

◇クラブ戦略計画作成や評価についてガバナー補佐
と共に支援する

◇クラブが既存のパートナーシップを強化し、新た
なパートナーシップを築くことをサポートする

◇ロータリーとロータリー会員は世界を変える行動
人であるという認識と理解を高める

優先事項３
「参加者の積極的なかかわりを促す」

◇各クラブが得意とすることを継続し地域を巻き込
んで活動することを支援する

◇地域社会のロータリーへの認識を高めるため、
ソーシャルメディア〔SNS〕等でクラブの奉仕活
動の情報を発信する

◇会員の意識向上を目指し、ロータリーの研修を充
実する

◇DEIを重視しオープンでインクルーシブな組織づ
くりを支援する

◇マイロータリーの登録者数を増やす（80％以上）
◇ロータリー賞の獲得を目指すクラブを支援する

（50％以上参加）
◇ローターアクトとの連携を強化し女性や若者が積

極的に参加しやすくする
優先事項４

「適応力を高める」
◇各クラブの情報を共有化することにより、クラブ

が変化する地域社会に適応できるようにサポート
する

◇自らの心を解放することにより様々な人のアイデ
アを聞き入れる雰囲気をつくり持続可能なクラブ
に変化するよう支援する

◇クラブ細則の見直しを行い､クラブの活性化を図る
◇地区委員会相互の連携を図り、クラブに対する支

援を向上させる
◇バーチャルでのつながりの活用を支援・奨励する

ことで、対⾯式の会合、研修、奉仕プロジェクト
等の効果を高める

桐生⻄ロータリークラブ 昨年度の実績
◇会員増強 会員純増 未達成
◇ロータリー財団年次基金 167.30ドル/人
◇ポリオプラス 33.38ドル/人
◇米⼭記念奨学金 21,707円/人
◇マイロータリー登録率 61.54％

2023-2024・地区スローガン
「自らの心を解放し 明るく学んで 楽しく奉仕」

皆様へ
第2840地区のクラブの皆様が個々人の人間としての
尊厳を大切にしつつ、元気で素晴らしい活動ができ
ますようご協力宜しくお願い申し上げます

保坂充勇ガバナーとの懇談会
11時より保坂ガバナーとの懇談会が行われました。
当クラブより、理事役員･担当 新入会員 ２０名
大間々高校ＩＡＣ３名が参加致しました。


